
湯浅町の維持向上すべき歴史的風致
⑦みかん・三宝柑・びわ栽培に
見る歴史的風致

平地の少ない本町では、山の斜
面地を利用してみかんや三宝柑、
びわといった農作物の栽培が行わ
れています。特に、海の沿岸部で
は、湯浅湾を臨む斜面地に石積み
の段々畑が広がっており、先人た
ちの工夫と豊かな自然の恩恵が、
本町固有の歴史的風致を形成して
います。

湯浅町は、古くから水陸交通の要衝であり、熊野古道の宿場とし
て栄えてきました。近世には醤油醸造が盛んとなり、みかんの栽培
や鰯を獲る漁業も大いに発達しました。現在も、熊野古道には多く
の人々の往来があり、重要伝統的建造物群保存地区に選定された町
並みには醤油醸造の伝統が薫っています。地域の祭礼、段々畑での
農作業、漁業の営み、豪族湯浅氏の一族である明恵上人への祈りと
いった歴史的な活動が各所で見られ、豊かな自然と、先人たちから
受け継いだ文化は、本町固有の歴史的風致を彩っています。

⑥海辺の営みに見る歴史的風致

湯浅の人々は、優れた操船技術
を持って、海運や漁業を発展させ
ました。海岸沿いでは、漁業との
関係が深い神社の祭礼や、伝統的
な四つ手網による「シロウオ漁」
が継承されています。海への畏怖
と感謝の思いは、現在の人々にも
受け継がれています。

⑤國津神社・幸神社の祭礼に見る歴史的風致

田の國津神社の祭礼のうち、
毎年10月15日に行われる「田村
祭」は、神輿渡御や太鼓を載せ
た山車、三面獅子舞など古式に
則り行われています。同じく栖
原の幸神社でも毎年10月16日に
「栖原祭」が行われ、神輿を担
ぐ掛け声と太鼓や笛の音が集落
中に響き渡り、ハレの雰囲気に
包まれます。

④顯國神社の祭礼に見る歴史的風致

顯國神社では、毎年10月18日
に「湯浅祭（秋祭）」が行われ
ています。祭礼では、三面獅子
が舞い、町組から出された騎馬
武者や神輿が、伝統的な町並み
が残る町内を練り歩きます。か
つて有田地方随一といわれた湯
浅祭は、時代にあわせて形を変
えつつ続けられ、地域の絆を深
めています。

③明恵の足跡に見る歴史的風致

湯浅氏の一族である鎌倉時代の
高僧・明恵上人は、白上の地で修
行を積み、刈藻島を愛してやみま
せんでした。明恵のために白上に
開かれた施無畏寺では、現在でも
明恵を偲ぶ会式が営まれ、刈藻島
では法要と清掃活動が行われてい
ます。明恵の故郷への思いは、そ
の足跡を大切にする人々の活動に
よって守り継がれています。

①醤油・金山寺味噌醸造に薫る
歴史的風致

“醤油発祥の地”といわれる湯
浅では、伝統的な醤油と金山寺
味噌の醸造が今日まで受け継が
れ、醸造家の町家や土蔵が建ち
並ぶ重要伝統的建造物群保存地
区では、醤油の芳香とともに、
醸造の歴史が感じられます。

②熊野古道に見る歴史的風致

熊野古道は、熊野三山への参
詣道です。中世には豪族湯浅氏
の隆盛とともに、多くの人々が
行き交い、文化が交流する道で
した。沿道には王子社や寺社が
あり、信仰の道として今も町の
根幹を成すこの道には、往来に
よる人々の賑わいがみられます。



湯浅町の重点区域における事業概要 ・重要伝統的建造物群保存地区
保存修理事業
・重要伝統的建造物群保存地区
拠点施設整備活用事業
・歴史的風致形成建造物
修理活用事業

・熊野古道及び重要伝統的
建造物群保存地区周辺道路
美装化事業
・案内板等整備事業
・防災施設整備事業
・街路灯整備事業

・文化財公開等普及啓発事業
・空き家利活用事業
・伝統行事等継承支援事業

・特産物等ＰＲ総合支援事業

湯浅の歴史的風致に
よって生み出される特産
物のＰＲを推進するとと
もに、良好な環境維持の
ための景観保全や生産事
業者に対する支援に取り
組みます。

・文化財等調査事業

文化財の調査を実施し、
未指定文化財の指定等や、
町内にある歴史資源のリス
トアップとアーカイブ化を
進めます。

重要伝統的建造物群保存地区
や熊野古道沿線等に広がる歴史
的景観を形成する建造物の保存
とその活用を進めます。

甚風呂

・大仙堀環境整備事業

重要伝統的建造物群保存地区
を象徴する大仙堀の保存と水辺
環境の整備を行い、住環境整備
と観光振興を図ります。

大仙堀

重要伝統的建造物群保存地区
と熊野古道を中心に、歴史的な
経過を検証した道路整備を行い、
案内板や街路灯などを整備する
ことによって歴史的景観を向上
させ、周遊性を高めます。

熊野古道

・湯浅駅周辺整備事業

本町の玄関口である湯浅駅周
辺において、歴史的な魅力の発
信や観光客受入機能の強化等を
目的とした整備を行うことによ
り、周遊性や利便性向上につな
げ、賑わいのあるまちづくりを
進めます。

湯浅駅

みかん栽培 湯浅城跡


